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平成１９年度ＪＡＰＡＮブランド採択プロジェクト月次報告 

ブランド確立支援事業（２年目）案件：２００７年 9 月分 
番号 実施団体名／今月の事業実施状況／担当者のコメント 

1. 札幌商工会議所（スイーツの街・札幌 ブランド発信事業） 

 ＜今月の事業実施状況＞ 

○  「さっぽろオータムスイーツファンタジー」における「さっぽろスイーツ」のＰＲ 

・日 時：9 月 7 日(金)～9 日(日) ３日間 

・場 所：札幌市 大通公園２丁目 

・来場者：約２７，０００人 

・内 容：「さっぽろスイーツ」をテーマにした同イベント会場において、来場した観光客、市民に広

くＰＲを行った。スイーツ王国さっぽろのケーキや、道産素材を使ったアップルパイなどが販売さ

れた同会場内でＰＲ専用のブースを設置する事で、ＰＲ効果を高めた。 

 

○ 「ＪＡＰＡＮフェア in 広州」における「さっぽろスイーツ」のＰＲ 

・日 時：9 月 15 日(土)～18 日(火) ４日間 

・場 所：中国 広州市 

・内 容：当所事業の海外ターゲット地域である中国華南地方において、日本企業の大型展示商

談会に参加し、「さっぽろスイーツ」のＰＲを行った。 

 ＜担当者のコメント＞ 

今月は、本事業の事業実施エリアおよび事業ターゲットエリアである｢札幌｣と「中国 広州」という、

対象的な２都市でのＰＲを行った。 

札幌 大通公園のイベントは、さっぽろスイーツがメインテーマとして扱われる催事の中にブース

を構える事ができ、当所のＪＡＰＡＮブランドのＰＲ事業としては最も効果が高かったと思われる。今

後もＰＲ催事においては、“周辺でスイーツ販売が行われている”等、来場者がＰＲブースの近くで

それを口にできる状態での展開を意識していく。 

  中国 広州の展示については、貿易目的の出展と勘違いされるケースが多く、今後の海外展示会

における展示方法について、良い経験となった。来場者のスイーツに対する関心は大変高く、多く

の質問や「どうしたら食べられるのか」という問いかけを受けた。札幌への観光客は増加している地

域だが、「さっぽろ」の認知度は低く、「北海道」の認知度が大変高いのが実情だ。今後のさっぽろス

イーツのブランド化に向け、札幌の都市イメージも含め、行政等と手を組んだ取組の重要性を感じ

ている。 

2. 盛岡商工会議所 （南部鉄器フォ・ユーロ・ブランディング事業） 

 ＜今月の事業実施状況＞ 

○8 月半ば～9 月半ばにかけて、昨年度（１年目）の試作品をフィンランドのデザイナー、タウノ タ

ルナ氏に送り、デザイナー自身の評価・改良点等の検討を受けたほか、デザイナーを通じて厨房

用品の製造販売会社であるフィンランドメトス社のスタッフにも評価を受けた。 

○9 月 24 日から 28 日の日程（移動日含まず）でタウノ氏を盛岡市へ招聘し、試作品の改良点につ

いて指導・助言を受けた。バリエーションの展開分を含めた３０数点のアイテムについて、タウノ氏

の助言を基に再試作し、製品化に向けた改良を行なうこととした。 

○新製品共通のシンボルマークについて、タウノ氏の素案を了承し、原型等を作成することとした。

○次年度（３年目）に予定している海外の見本市等への出展のほかに、独自発表会（展示会、商談

会等）の実施について、タウノ氏の助言を受けた。 

 ＜担当者のコメント＞ 

デザイナーのタウノ氏に試作品の改良・改善点などについて、製品化に結びつく具体的な指導・助

言を受け、北ヨーロッパで販売しようとしている“新製品”の全体像が見えてきた。 
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  また、デザイナーであるタウノ氏を通して、メトス社のスタッフの協力が得られる見込みで、北ヨー

ロッパで受け入れられる製品作りに貴重な助言が受けられるものと期待している。 

3. 泉佐野商工会議所 （泉州こだわりタオルブランドの構築） 

 ＜今月の事業実施状況＞ 

  9 月 26 日 森専門家委員、尾原専門家委員のご出席のもと、施策商品の進捗状況、スケジュー 

ル、東京展示会、販路開拓について協議を行った。 

  試作状況については、試作者への素材の引渡が遅れたため、試作期間が当初予定より短くな

り、その中で各社にてスケジュール調整をいただいている。 

  スケジュールについては、撮影用試作品の９月末納品予定を、10 月 10 日とし以後、パンフレッ 

ト作成、ＨＰ作成の上、展示会を実施する。 

 また、東京展は、来年１月下旬から２月上旬として、現在会場調整を行っている。 

 

9 月 20 日 東京にて、森専門家委員との会場借り上げについて協議依頼を行った。 

9 月 26 日 森専門家委員により、後晒加工場を訪問し仕上げ加工について協議をいただいた。 

 ＜担当者のコメント＞ 

全体的に試作期間が限られる中、各社こだわりの対応をいただいている。 

4. 神戸商工会議所 （神戸ブランドＭｅｅｔｓ上海） 

 ＜今月の事業実施状況＞ 

①9 月 1 日 上海メディアとの交流会（神戸ベイシェラトンホテル＆タワーズ） 出席者：神戸ブランド

Ｍｅｅｔｓ上海運営委員長 小田倶義、運営委員 中村 稔、㈱ワンダーフォー 東 博元、瀬川雅顕、

福地希里子、宮永和弥、㈱イズム 清水健司、有本宜道、ゴンチャロフ製菓㈱ 岡田頼典、末安省

二、ファッションプロデューサー 高田恵太郎、神戸市：山田恒子、酒井竜一郎、寺前由美子、神戸

商工会議所：小寺 隆、関口幸明、藤田敦大、上海メディア（with, mina, Rayli(ネット・雑誌)、25ans）ス

タッフ 15 名ほか 

ショー・ブースの舞台となる「神戸コレクション上海 2008」の日程が確定。現地での閑散期と神戸企

業の繁忙期を外した結果、１月26 日（土）となった。このイベントの前に現地のメディアを通して神戸

ブランドの効果的なＰＲを図るため、上海メディアを招へいし、神戸企業と交流する場を設けた上で

取材を行った。 

②9 月 21 日（金）打合せ会（株式会社ぜんまい） 出席者：ファッションプロデューサー 高田恵太郎

氏、神戸市：酒井竜一郎、寺前由美子、神戸商工会議所：関口幸明、藤田敦大 

ＰＲイベントの日程が決定したことにより、実際に出展する企業を決めていく。昨年参加企業をはじ

め、高田氏からは神戸の若手ブランド数社にも上海市場への進出について声を掛けている。これら

のブランドも含めて多くの神戸企業が出展しやすい様にするため、出展料の補助割合をどうする

か？について検討。また、別の企業とのコラボレーション（例えばデジタルカメラ企業とコラボした神

戸企業の革製品など）によるＰＲについても検討していく。  

 ブースについて。前回は並べる商材が少なかったが、今回は合同ブースにアパレル・真珠だけで

なく洋菓子も並べる予定なので（ケミカルは単独ブース）、ただ単に並べるだけでは統一感が出なく

なってしまう。テーマを決めて制作しなければならない。 

 ＜担当者のコメント＞ 

  10月17日に上海での販路開拓セミナーの実施を予定している。本所会員へのＰＲやプレスリリー

スを行い、参加者募集を行っている。講演会参加者にショー・ブース出展について声をかけた上

で、参加しやすい出展補助率を探りたい 

5. 菟田野商工会 （ＵＴＡＮＯブランドの創出～鹿革を活用した地域ブランド構築事業） 

 ＜今月の事業実施状況＞ 

9 月 28 日午後・・第４回化粧・エステサロン部会開催 

○展示会出展（ビューティーワールドジャパンウエスト）＝インテックス大阪５号館＝の出展内容お

よび装飾レイアウトについて、小間内装飾担当業者から説明を受け協議する。 
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  本年２月、東京ビッグサイトのインターナショナルギフトショーでエステ体験の実演をしたが、 

今回も同様の実演を計画している。 

 ○プロエステティシャン業界の国際大会（CIDESCO）が、今年度マレーシアの「クアラルンプール」

で１０月下旬に開催される。世界中のエステティシャンが一堂に集い、会場ではセミナーや競技

会、展示会などが開催される。 

   自然素材としての“鹿革”がどれだけ美容効果があるか、世界のプロの目から評価してもらう良

い機会となることで、本年度事業の一環として海外出展を計画している。資料の検討と合わせ

て協議する。 

9 月 28 日午後・・第３回服飾雑貨部会開催 

○広報媒体の作成に伴う掲載内容の検討。 

◆鹿革素材説明サンプル帳の作成・・展示会などへ来て頂いた業者への説明資料として活用 

◆アプローチブックの作成・・商談時の活用ツールとして、素材特性、製造工程、統計・品質など

のデータを掲載！  

◆リーフレットの印刷・・一般来場者あてに配布するパンフレットで、事業概要、素材紹介などを

掲載。 

○前回の部会で試作品のアイテムの検討とコンセプト協議を行ったが、現在までの開発進捗状況

の説明がある。 

 また、作業工程と製品の撮影、リーフレット掲載の山並み写真撮りを９月２０日に実施する。 

 ＜担当者のコメント＞ 

今年度は、３回の展示会出展が事業のキーになり、逐次準備を進めている。 

※ビューティーワールドジャパンウエスト （エステの実演・体感） 

平成 19 年 10 月 22 日（月）～24 日（水）＝インテックス大阪５号館＝ 

※CIDESCO 国際大会（“鹿革”がどれだけ美容効果があるか、プロのエステティシャンの目から評

価を受ける良い機会となる。） 

平成 19 年 10 月 27 日（土）～29 日（月）マレーシア・クアラルンプール コンベンションセンター 

※JFW JAPAN  CREATION ２００８ AUTUMN / WINTER （ 服飾素材として、“鹿革”の柔軟性、

保温性をＰＲし体感してもらう目的。） 

平成 19 年 12 月 5 日（水）～7 日（金） 東京都江東区有明 東京ビッグサイト東館 

6. 今治商工会議所 （Ｉｍａｂａｒｉタオルプロデュース ～「新Ｔｏｗｅｌライフ」の出演～） 

 ＜今月の事業実施状況＞ 

 ○伊勢丹新宿店にて今治タオルの展示販売開始  

・9/12～  

佐藤可士和デザイン（4 社）・デザイナー商品（4 社）  

・9/26～10/9  

名誉タオルソムリエがコーディネートするハイグレードな白いタオルの発表（11 社）  

○タオルソムリエ資格試験実施 

9／27 １３：１５～１５：００ 

今治会場 今治地域地場産業振興センター 受験者 １２８人 

東京会場 東京商工会議所        受験者  ８８人 

大阪会場 大阪商工会議所        受験者  ６８人 

○広報活動 

 mono マガジン、プレジデントに活動内容を掲載 

 ＜担当者のコメント＞ 

伊勢丹での展示販売、タオルソムリエ資格試験は JAPAN ブランド育成支援事業から生まれた事

業で、当事業の予算は使わないが、今治タオルの PR に役立っている。 

7. 中芸地区商工会 （「魚梁瀬杉」再生プロジェクト） 



 ＜今月の事業実施状況＞ 

平成 19 年 9 月 7 日～11 日 

メゾン・エ・オブジェ（パリ）への出展 

 

 ＜担当者のコメント＞ 

今月は、海外出展を行ったため、委員会・ワーキングの開催はしていない。 

10 月のワーキング・委員会で海外展示会の実績・感想を報告をして、検討する予定。 
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	 　10月17日に上海での販路開拓セミナーの実施を予定している。本所会員へのＰＲやプレスリリースを行い、参加者募集を行っている。講演会参加者にショー・ブース出展について声をかけた上で、参加しやすい出展補助率を探りたい

